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我が国の教員(前期中等教育段階)の現状と課題

校内研修等で教員が日頃から共に
学び合い、指導改善や意欲の向上
につながっている

研修への参加意欲は高いが､業務
多忙や費用､支援不足が課題

教員は､主体的な学びを引き出す
ことに対しての自信が低く、 ICT
の活用等の実施割合も低い

教員の勤務時間は参加国中で
断トツに長い!人員不足感も大きい

（時間）

勤務時間
の合計

授業

課外活動
(ｽﾎﾟｰﾂ/文化)

教員の１週間当たりの勤務時間は最長。

授業時間は参加国平均と同程度であるが、課外
活動（スポーツ・文化活動）の指導時間が特に長
く、事務業務、授業の計画・準備時間も長い。

教員や支援職員等の不足を指摘する校長も多い。

事務業務

授業計画
･準備

＜今後の取組の方向性＞
◆養成・採用・研修の抜本的改善に
よる教員の資質向上

◆学習指導要領が目指す教育の推進
◆ICTを活用した教育の強力な推進
◆教職員等指導体制の充実が必要

＜１週間あたりの勤務時間＞
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＜各指導実践を頻繁に行っている教員の割合＞

日本の学校には教員が学び合う校内研修､授業
研究の伝統的な実践の背景があり､組織内指導
者による支援を受けている割合､校長やその他の
教員からフィードバックを受けている割合が高い。

教員間の授業見学や自己評価、生徒対象の授業
アンケートなど多様な取組の実施割合が高い。

これらの取組の効果として、指導実践の改善や
仕事の満足度、意欲等の面で好影響があると回
答している教員の割合が参加国平均よりも高い。

＜主体的な学びの引き出しに自信を持つ教員の割合＞

日本の教員は公式の初任者研修に参加している
割合が高く、校内研修が盛んに行われている。

日本では、研修へのニーズが全体的に高いが､参
加への障壁として業務スケジュールと合わないこと
を挙げる教員が特に多く、多忙であるため参加が
困難な状況がある。

日本

参加国平均

批判的思考
を促す

勉強ができ
ると自信を
持たせる

関心を示さ
ない生徒に
動機付け

学習の価値
を見いだす
手助け

他の教員の
授業を見学、
感想を述べる

研修で他校
の授業を見学

少なくとも一
週間を要する
課題を与える

進度に応じて
異なる課題を
与える

少人数ｸﾞﾙｰﾌﾟ
で共同の解決
策を考え出す

生徒が課題や
学級の活動に
ICTを用いる
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＜授業見学の実施状況＞

＜研修参加への妨げ＞

業務ｽｹｼﾞｭｰﾙ

と合わない

費用が高い

雇用者からの
支援不足

同僚との
共同作業/
話合い

学校運営
業務

34カ国/地域
中で最長

○34か国・地域が参加するOECD調査
○日本は中学校約200校の校長、
教員（非正規含む）を対象にアン
ケート調査（国公立90%、私立10%)

–国際教員指導環境調査（TALIS）の結果概要 –


